
○見附市コミュニティ銭湯条例 

平成２６年６月１８日 

条例第１７号 

（目的及び設置） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１項の規定に

基づき、市民の交流の促進及び健康の増進並びに賑
にぎ

わい空間の創出によるまち

なかの賑
にぎ

わいづくりを図ることを目的として見附市コミュニティ銭湯（以下

「コミュニティ銭湯」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 コミュニティ銭湯の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 見附市コミュニティ銭湯 

位置 見附市本町１丁目４番４１号 

（指定管理者による管理） 

第３条 コミュニティ銭湯の管理は、地方自治法第２４４条の２第３項の規定に

より、法人その他の団体にあって市長が指定するもの（以下「指定管理者」と

いう。）にこれを行わせるものとする。ただし、指定管理者に管理を行わせる

ことができないやむを得ない事情がある場合は、この限りでない。 

２ 指定管理者は、見附市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平

成１７年見附市条例第４号）の規定によるものであって、かつ、コミュニティ

銭湯の設置の目的を効果的に達成するために必要な能力を有するものとする。 

（指定管理者が行う業務） 

第４条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

（１） 第１条の目的を達成するために必要な業務 

（２） コミュニティ銭湯の利用の許可等に関する業務 

（３） コミュニティ銭湯の施設等の維持管理に関する業務 

（４） コミュニティ銭湯の運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属す

る事務を除く業務 

（開館時間等） 

第５条 コミュニティ銭湯の開館時間及び休業日は、規則で定める。 



（利用料金） 

第６条 コミュニティ銭湯を利用する者は、コミュニティ銭湯の利用に係る料金

（市長が管理を行う場合にあっては、使用料。以下「利用料金」という。）を

納付しなければならない。 

２ 利用料金は、別表に掲げる額の範囲内において、指定管理者（市長が管理を

行う場合にあっては、市長。以下同じ。）が定めるものとする。この場合にお

いて、指定管理者は、あらかじめ当該利用料金について市長の承認を受けなけ

ればならない。 

３ 利用料金は、指定管理者の収入として収受させるものとする。 

４ 市長が管理を行う場合においては、第２項後段及び前項の規定は適用しな

い。 

（利用料金の減免） 

第７条 指定管理者は、公益その他必要があると認めたときは、利用料金の全部

又は一部を減免することができる。 

（利用制限等） 

第８条 コミュニティ銭湯を利用しようとする者が、次の各号のいずれかに該当

するときは、コミュニティ銭湯を利用できないものとする。 

（１） 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

（２） 建物及びその施設を損傷するおそれがあるとき。 

（３） 感染性の疾病にかかっていると認められるとき。 

（４） その他指定管理者が管理上不適当と認めたとき。 

（損害賠償） 

第９条 故意又は過失により施設、設備等を破損し、又は滅失した者は、その損

害を賠償しなければならない。 

（委任） 

第１０条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（平成２８年規則第３１号で平成２８年８月１日から施行） 



附 則（平成２８年条例第１６号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（令和元年条例第３０号） 

この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

附 則（令和４年条例第１７号） 

この条例は、令和４年１０月１日から施行する。 

附 則（令和５年条例第２１号） 

この条例は、令和５年１０月１日から施行する。 

附 則（令和７年条例第１３号） 

この条例は、令和７年５月１日から施行する。 

別表（第６条関係） 

区分 単位 利用料金 

平日 土日祝日等 

大浴場 大人（中学生以上６５歳未満） １人 ８８０円 ９８０円 

大人（６５歳以上） ６５０円 ７５０円 

子供（小学生以下） ３００円 ３５０円 

岩盤浴 大人（中学生以上６５歳未満） １人 ７００円 ７５０円 

大人（６５歳以上） ５５０円 ６００円 

子供（小学生以下） ３００円 ３５０円 

備考 

１ 平日とは、土日祝日等以外の日をいう。 

２ 土日祝日等とは、次の各号に掲げる日をいう。 

（１） 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第

１７８号）に規定する休日 

（２） 前号に掲げるもののほか規則で定める日 

 


